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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録媒体に液滴を吐出して記録する記録装置であって、
　記録ヘッドと対向する位置に設けられ、前記被記録媒体の端部から外れた前記液滴が打
ち捨てられる第１の溝穴と、
　前記第１の溝穴の下流側であって、且つ、前記記録ヘッドと対向する位置に設けられ、
前記被記録媒体を吸着しつつ搬送するプラテンとを備え、
　前記第１の溝穴は、前記被記媒体の搬送方向上流側に、搬送直交方向に延びて形成され
、
　前記被記録媒体の側端に合わせた第２の溝穴が前記第１の溝穴に連続して形成され、
　前記第２の溝穴のうち、前記被記録媒体の一方の側端に対応する溝穴は、前記被記録媒
体の他方の側端に対応する溝穴よりも、搬送直交方向における幅が大きく形成され、
　前記プラテンには、前記被記録媒体の搬送方向に延びるリブが搬送直交方向に所定の間
隔をもって複数配列され、吸引孔が前記リブ頂面に設けられ、搬送直交方向における前記
リブ間には、前記吸引孔が設けられておらず、
　前記被記録媒体の下端部に対し縁無し記録を行う際、
前記被記録媒体の下端部は、前記記録ヘッドと対向する位置において、前記第１の溝穴に
臨む位置にあり、
　前記被記録媒体における前記被記録媒体の下端部よりも下流側の部位は、前記記録ヘッ
ドと対向する位置において、前記プラテン上に位置し、
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　前記被記録媒体における前記被記録媒体の下端部よりも下流側の部位を前記プラテンに
より吸着することにより、前記被記録媒体の下端部の反り返りを防止することを特徴とす
る記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置や液体噴射装置において媒体を支持するプラテンに関する。また、
本発明は、該プラテンを備えた記録装置と液体噴射装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、記録装置の１つであるインクジェット式プリンタは、被記録媒体の１つとして
の記録用紙の記録面と対向する面に、記録用紙に向かってインクを吐出する複数のノズル
列（インク吐出領域）を有する記録ヘッドと、記録用紙を支持して該記録ヘッドに対する
記録用紙の位置を規定するプラテンとを有する。一般に、インクジェット式プリンタにお
ける該プラテンの記録ヘッドと対向する面（以下「プラテン面」と言う）には、記録用紙
の搬送方向（以下、「副走査方向」という）に延びるリブが搬送直角方向（以下、「主走
査方向」という）に一定間隔をもって複数配列されている。記録用紙への記録では、記録
用紙が複数の該リブに支持された状態でノズル列から記録装置にインク滴が吐出される。
【０００３】
　ここで、記録用紙の四辺端部に余白無く記録を行う（以下、「四辺縁無し記録」という
）為に、記録用紙の端部からインク滴を打ち捨てる為の溝穴をプラテン面に形成させたプ
ラテン、及び、該プラテンを備えたインクジェット式記録装置が、例えば、特許文献１に
記載されている。このインク滴を打ち捨てる為の溝穴を形成させずに縁無し記録を行うと
、記録用紙の端部から外れて打ち捨てられたインク滴がプラテン面に付着し、該インク滴
が記録用紙に再付着して記録用紙を汚したり、或いは、プラテン面にインク滴が着弾する
ことによってインクミストが発生し、該インクミストが記録面又は記録ヘッドに付着し、
記録品質を低下させる等の問題が生じる。そこで、プラテン面にインク滴を打ち捨てる為
の溝穴を形成させて、記録用紙の端部から外れたインク滴を該溝穴内部に打ち捨てること
により、上述した不具合を防止して記録用紙の四辺縁無し記録を可能としている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１４９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般的なインクジェット式プリンタでは、記録用紙に例えばベタ画像等のように多数の
インク滴が吐出される画像が記録された場合、記録用紙が多量のインクを吸収して記録後
に記録用紙の搬送直交方向（主走査方向）に波打って記録ヘッド側に膨らむ、いわゆるコ
ックリングが発生する場合がある。そして、このコックリングが発生して発達すると、記
録用紙の記録面と記録ヘッドのノズル形成面との間隔が不均一になり、インク滴の飛翔距
離がばらつくことにより記録むらが生じ、或いは、記録用紙が記録ヘッドに接触して汚れ
てしまう不具合が生じる。
【０００６】
　特許文献１に記載されたインクジェット式記録装置では、上述したようにプラテン面に
インク滴を打ち捨てる為の溝穴を形成させて四辺縁無し記録を実行可能としているが、該
四辺縁無し記録において記録用紙の上端部又は下端部を記録する場合、記録される記録用
紙の上端部又は下端部が搬送ローラより外れているので、記録用紙の記録される部分が浮
き上がりやすい。特に、記録用紙の下端部を記録する場合に当該問題が生じやすく、上述
したコックリングの発生により、記録むらや記録用紙の汚れを生じる虞がある。
【０００７】
　また、インクミストの吸引により、インクミストの発生を防止することが可能であるが
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、ヘッドより記録面に向けて発射されたインク滴の飛翔方向に影響を及ぼす虞が生じる。
【０００８】
　本発明は、上記のような種々の課題に鑑みなされたものであり、その目的は、被記録媒
体の浮き上がり及びインク滴の飛翔方向の影響を抑えて高品位な四辺縁無し記録を行うこ
とができるプラテン、並び、該プラテンを備えた記録装置と液体噴射装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的達成のため、本発明のプラテンでは、媒体に液滴を吐出するヘッドと対向して
設けられ、前記媒体の端部から外れた前記液滴が打ち捨てられる第１の溝穴が前記ヘッド
と対向する面に形成されているプラテンであって、前記第１の溝穴は、前記媒体の搬送方
向の上流側に、搬送直交方向に延びて形成され、更に、前記媒体を吸引する吸引孔が、前
記媒体の搬送方向の下流側に設けられていることを特徴としている。これにより、搬送直
交方向に延びる前記第１の溝穴が前記媒体の搬送方向の上流側に設けられ、前記第１の溝
穴内部に打ち捨てられた液滴を収容するので、四辺縁無し記録が可能である。そして、前
記媒体の浮き上がりを抑える吸引孔が前記媒体の搬送方向の下流側に設けられているので
、四辺縁無し記録を行う場合でも前記媒体の浮き上がりを抑え、記録むらや記録用紙の汚
れの発生を防止して高品位な記録を得ることが可能である。
【００１０】
　また、本発明のプラテンでは、前記媒体の搬送方向に延びるリブが搬送直角方向に所定
の間隔をもって複数配列され、前記吸引孔が該リブ頂面に設けられていることを特徴とし
ている。これにより、媒体の搬送方向に延びる複数のリブが媒体に発生したコックリング
を吸収し、該リブ頂面に設けられた前記吸引孔が媒体の浮き上がりを確実に抑えることが
できる。
【００１１】
　また、本発明のプラテンでは、前記媒体の搬送方向に延びるリブが搬送直角方向に所定
の間隔をもって複数配列され、前記吸引孔が前記リブ間の凹部に設けられていることを特
徴としている。これにより、媒体の搬送方向に延びる複数のリブが媒体に発生したコック
リングを吸収し、前記リブ間の凹部に設けられた前記吸引孔が媒体の浮き上がりを確実に
抑えることができる。
【００１２】
　また、本発明のプラテンでは、前記第１の溝穴は傾斜面を有することを特徴としている
。これにより、打ち捨てられた液滴を確実に収容することができる。更に、打ち捨てられ
た液滴の跳ね返りによる記録品質の低下を防止することができる。
【００１３】
　また、本発明のプラテンでは、前記第１の溝穴が前記媒体を吸引する機能を有すること
を特徴としている。これにより、前記第１の溝穴が前記媒体を吸引するので、媒体の浮き
上がりをより確実に抑えることができる。
【００１４】
　また、本発明のプラテンでは、前記媒体の側端に合わせた第２の溝穴が前記第１の溝穴
に形成されていることを特徴としている。これにより、前記媒体の側端部の記録において
、前記媒体の側端部より外れて打ち捨てられた液滴を前記第２の溝穴内に収容させる。
【００１５】
　また、本発明のプラテンでは、前記第２の溝穴は、前記第１の溝穴の両端部から搬送方
向に延びて形成され、前記各溝穴の内側領域に前記吸引孔が設けられていることを特徴と
している。これにより、前記各溝穴により四辺縁無し記録を確実に行い、前記各溝穴の内
側領域に設けられた前記吸引孔により媒体の浮き上がりを確実に防止することができる。
更に、インクミストの吸引による、記録ヘッドから記録面に向けて発射されたインク滴の
飛翔方向に影響なくインクミストの回収が可能である。
【００１６】
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　また、本発明のプラテンでは、上記の各溝穴と各吸引孔とが、搬送直交方向に複数並設
されていることを特徴としている。これにより、大きさの異なる複数の媒体に対応した記
録を行うことができる。
【００１７】
　また、本発明のプラテンでは、前記第２の溝穴は傾斜面を有することを特徴としている
。これにより、打ち捨てられた液滴を確実に収容することができる。
【００１８】
　上記目的達成のため、本発明の記録装置では、被記録媒体に液滴を吐出して記録する記
録装置であって、上記各プラテンを備えたことを特徴としている。また、上記目的達成の
ため、本発明の液体噴射装置では、被噴射媒体に液体を噴射する液体噴射装置であって、
上記各プラテンを備えたことを特徴としている。これにより、上記各作用効果を奏する記
録装置または液体噴射装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係るプラテンの一実施形態として、記録装置の１つであるインクジェッ
ト式プリンタに用いられているプラテンについて、図１乃至図６を参照しながら説明する
。なお、以下に説明する実施形態は特許請求の範囲にかかる発明を限定するものではなく
、また実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須で
あるとは限らない。
【００２０】
　図１は、本実施形態に係るインクジェット式プリンタ１００の外観構成の全体を斜め前
方から見た斜視図である。先ず、インクジェット式プリンタ１００の概略より説明する。
【００２１】
　このインクジェット式プリンタ１００は、例えばＪＩＳ規格のＡ４判からＪＩＳ規格の
Ａ２判といった比較的大型のサイズのいわゆるカットされた用紙及びロール状の用紙に記
録できる卓上型の大型のプリンタであり、全体が幅方向（図１の左右方向）に長く延びる
略直方体状のハウジング１０１で覆われている。
【００２２】
　このハウジング１０１の上面には、矩形状の窓部１０２が形成されている。この窓部１
０２は、透明もしくは半透明の窓カバー１０３によって覆われている。窓カバー１０３は
、その上部の回動軸を中心に図示矢印Ａ方向に回動可能に取り付けられている。ユーザは
、窓カバー１０３の下部を持ち上げて窓部１０２を開放することにより、窓部１０２を通
して内部機構のメンテナンス作業等を行うことができる。
【００２３】
　ハウジング１０１の前面両側には、複数のインクカートリッジが抜き差しされるカート
リッジ収納部１０４、１０４がそれぞれ形成されている。各インクカートリッジは、記録
用の各色のインクを貯留している。各カートリッジ収納部１０４は、透明もしくは半透明
のカートリッジカバー１０５、１０５によって覆われている。カートリッジカバー１０５
は、その下部の回動軸を中心に図示矢印Ｂ方向に回動可能に取り付けられている。ユーザ
は、カートリッジカバー１０５を軽く押して係止部を外しカートリッジ収納部１０４を開
放することにより、インクカートリッジの交換作業等を行うことができる。
【００２４】
　ハウジング１０１の前面右側のカートリッジ収納部１０４の上部には、プリンタ動作を
指示する操作部１１０が配設されている。操作部１１０は、パワーをオン・オフするパワ
ー系、用紙の頭出し等を操作したりインクのフラッシング等を操作する操作系、画像処理
等を行う画像処理系等のボタン１１１と、状態を表示する液晶パネル１１２等を備えてい
る。ユーザは、液晶パネル１１２を見て確認しながらボタン１１１を操作することができ
る。
【００２５】
　ハウジング１０１の前面右側のカートリッジ収納部１０４の下部には、廃液タンク１２
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０が抜き差しされるタンク収納部１０６が形成されている。この廃液タンク１２０は、記
録ヘッド１６２（図２参照）のクリーニング処理時やインクカートリッジの交換時に廃棄
された廃インク、或いは、縁無し記録において打ち捨てられたインク滴が回収された廃イ
ンク等を貯留する。ユーザは、廃液タンク１２０を引き出すことにより、内部に溜まって
いる廃インクの廃棄作業等を行うことができる。
【００２６】
　ハウジング１０１の背面には、ロール状の用紙を給紙する給紙部１３０が上部後方に突
き出るように配設されている。給紙部１３０の内部には、１本のロール状の用紙がセット
可能な図示しないロール紙ホルダが配設され、給紙部１３０の前面には、跳ね上げ式の開
閉可能なロール紙カバー１３１が図示しないロール紙ホルダを覆うように取り付けられて
いる。ユーザは、ロール紙カバー１３１を持ち上げて給紙部１３０を開放することにより
、ロール状の用紙の取り付け・取り外し作業等を行うことができる。なお、ロール紙カバ
ー１３１の上面は、カットされた用紙を手差しで給紙案内することが可能な給紙案内面に
形成されている。
【００２７】
　ハウジング１０１の前面中央、すなわち一対のカートリッジ収納部１０４、１０４の間
には、記録前のカットされた用紙、及び、記録後のカットされた用紙又はロール状の用紙
を積載する給排紙トレイ２００が抜き差しされる給排紙部１４０が形成されている。なお
、この給排紙部１４０は、搬送時に折り曲げることが不可能な厚手の用紙を手差しで給紙
することが可能なようにも形成されている。
【００２８】
　この給排紙部１４０には、給排紙トレイ２００の前部（図１では記載されていない部分
）が差し込まれ、給排紙トレイ２００の後部（図１で記載されている部分）が突き出るよ
うにして固定される。給排紙トレイ２００は、カセット型に形成されており、内部に記録
前の給紙されるカットされた用紙が積層収納され、上部に記録後の排紙されるカットされ
た用紙またはロール状の用紙が積層載置されるようなっている。
【００２９】
　図２は、図１のインクジェット式プリンタ１００の内部構成の概略を示す断面側面図で
ある。ハウジング１０１内には、給排紙部１４０と、搬送部１５０と、本発明に係るプラ
テン１６３を含む記録部１６０等が配設されている。図３は、記録部１６０の周辺の要部
を拡大して示す断面側面図である。以下、図２及び図３を参照してインクジェット式プリ
ンタ１００の内部構成について説明する。
【００３０】
　図２に示すように、給排紙部１４０には、カットされた用紙を給紙するためのホッパ１
４１、給紙ローラ１４２及び分離部１４３等が配設されている。
【００３１】
　ホッパ１４１は、カットされた用紙が載置可能な平板状に形成されており、一端が給紙
ローラ１４２と分離部１４３の近傍に位置し、他端が装着されている給排紙トレイ２００
の給紙部２１０の底面に近接して位置するように配設されている。そして、ホッパ１４１
は、一端側の裏面にハウジング１０１の底面に一端が取り付けられた圧縮バネ１４４の他
端が取り付けられており、この圧縮バネ１４４の伸縮により他端側を中心に一端側が旋回
するように配設されている。
【００３２】
　給紙ローラ１４２は、断面の一部が切り欠かれたＤ字状に形成されており、間欠的に回
転してホッパ１４１上のカットされた用紙を摩擦搬送するようになっている。分離部１４
３は、給紙ローラ１４２によりカットされた用紙が重送されたときに下層のカットされた
用紙を最上層のカットされた用紙から摩擦分離するようになっている。
【００３３】
　搬送部１５０には、用紙を搬送するためのサブローラ１５１とその従動ローラ１５２ａ
、１５２ｂ、１５２ｃ、紙送りローラ１５３とその従動ローラ１５４、排紙ローラ１５５
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とギザローラ１５６及び用紙を検知する検知センサ１５７ａ、１５７ｂ等が配設されてい
る。サブローラ１５１は、給紙トレイ２１０から給紙されるカットされた用紙を排紙トレ
イ２３０に排紙するために、カットされた用紙を従動ローラ１５２ａ、１５２ｂ、１５２
ｃとともに挟持してＵ字状に反転搬送させるようになっている。また、サブローラ１５１
は、給紙部１３０から給紙されるロール状の用紙を排紙部２３０に排紙するために、ロー
ル状の用紙を従動ローラ１５２ｃとともに挟持して搬送させるようになっている。
【００３４】
　紙送りローラ１５３は、反転搬送されてきたカットされた用紙もしくは給紙されてくる
ロール状の用紙を従動ローラ１５４とともに挟持して本発明に係るプラテン１６３へ送り
出すようになっている。排紙ローラ１５５は、このプラテン１６３を通過してくる用紙を
ギザローラ１５６とともに挟持して排紙トレイ２３０上へ排紙するようになっている。検
知センサ１５７ａは、給紙されてくるカットされた用紙のスキュー取りの際の搬送量を検
知するようになっている。検知センサ１５７ｂは、反転搬送されてくるカットされた用紙
もしくは搬送されてくるロール状の用紙の頭出しの際の搬送量を検知するようになってい
る。
【００３５】
　次に、図２及び図３に示す記録部１６０には、キャリッジ１６１、記録ヘッド１６２、
本発明に係るプラテン１６３、圧力部１６９等が配設されている。キャリッジ１６１は、
図示しないキャリッジベルトに連結されており、図示しないキャリッジ駆動装置によって
キャリッジベルトが作動すると、キャリッジベルトの動きに連行され、図示しないガイド
軸に案内されて主走査方向（図２及び図３における紙面に対する垂直方向）に往復移動す
る。
【００３６】
　記録ヘッド１６２は、キャリッジ１６１の下部においてプラテン１６３の上面に供給さ
れるカットされた用紙又はロール状の用紙（以下、「記録用紙３００」という）と所定の
間隔（ギャップ）を有して対向するように配設されており、例えば２種類のブラックイン
クを吐出する複数のブラックインク用ノズルと、イエロー、ダークイエロー、シアン、ラ
イトシアン、マゼンタ、ライトマゼンタの６色のインクをそれぞれ吐出する複数のカラー
インク用ノズルとを備える。これらのノズルにより、複数のノズル列（インク吐出領域）
が記録ヘッド１６２に形成される。そして、記録ヘッド１６２の各ノズルは、図示しない
圧力発生室に繋がれており、圧力発生室内にインクを貯留して所定圧で加圧することによ
り、複数のノズルから記録用紙３００に向けてコントロールされた大きさのインク滴が吐
出される。
【００３７】
　本発明に係るプラテン１６３は、記録可能な最大用紙幅より若干大きい長さの矩形平板
状に形成されており、記録ヘッド１６２と対向するように配設されている。なお、本発明
に係るプラテン１６３については、後で詳細に説明する。
【００３８】
　プラテン１６３の下方には圧力部１６９が配設されている。圧力部１６９は、プラテン
１６３に穿設された後述する複数の吸引孔１６７(図４参照)と連通し、図示しないファン
を備える。圧力部１６９に設けられたファンを回転させることにより、プラテン１６３に
設けられた吸引孔１６７から圧力部１６９内に吸気がされ、吸気された空気はファンを通
って外部に排気される。これにより、プラテン１６３の上面に記録用紙３００が供給され
ると、記録用紙３００の下面側に負圧が発生するので、記録用紙３００をプラテン１６３
の上面に吸着させて記録用紙３００の浮き上がりを防止することができ、記録精度を高精
度に維持することができる。
【００３９】
　次に、本発明に係るプラテン１６３について図４乃至図６を参照して詳細に説明する。
【００４０】
　図４は、本発明の一の実施形態に係るプラテン１６３を示す平面図である。図５は、図
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４のＸ－Ｘ線矢視図であって、プラテン１６３の第１の断面を示す側断面図である。図６
は、図４のＹ－Ｙ線矢視図であって、プラテン１６３の第２の断面を示す側断面図である
。
【００４１】
　図４に示すように、プラテン１６３は主走査方向（図４における左右方向）に延びた略
矩形平板状に形成されている。プラテン１６３の記録ヘッド１６２と対抗する側（プラテ
ン面）には、四辺縁無し記録の際に記録用紙３００の端部から外れたインク滴を打ち捨て
る為の横溝穴１６５ａ（第１の溝穴）が主走査方向に延びて形成されている。図４に示す
矢印Ａは記録用紙３００が搬送される方向を示しており、すなわち、横溝穴１６５ａは記
録用紙３００の搬送方向の上流側に形成されている。
【００４２】
　また、この溝穴１６５は、その左右の端部付近が屈曲して更に記録用紙３００の搬送方
向にそれぞれ延びて、左溝穴１６５ｂ（第２の溝穴）、右溝穴１６５ｃ（第２の溝穴）を
形成している。横溝穴１６５ａは、主に、記録用紙３００の上端部及び下端部の縁無し記
録の際に記録用紙３００の上下端部から外れて打ち捨てられたインク滴を収容する。これ
に対し、左溝穴１６５ｂ及び右溝穴１６５ｃは、記録用紙３００の側端部の縁無し記録の
際に記録用紙３００の左右端部から外れて打ち捨てられたインク滴を収容する。
【００４３】
　また、溝穴１６５（横溝穴１６５ａ、左溝穴１６５ｂ、右溝穴１６５ｃ）の搬送方向上
流側には、打ち捨てられたインク滴を集めて回収する回収部１６６が複数配設されている
。回収部１６６は、図５及び図６に示すように鉛直下方向に延びる廃インク（インク滴の
集まり）の通路であって、溝穴１６５に打ち捨てられたインク滴は回収部１６６を介して
廃液タンク１２０（図１参照）に廃インクとして貯留される。
【００４４】
　プラテン１６３のプラテン面には、横溝穴１６５ａを挟み記録用紙３００の搬送方向に
延びる複数のリブ１６４（上流リブ１６４ａ、下流リブ１６４ｂ）が主走査方向（搬送直
角方向）に所定の間隔をもって配列されている。リブ１６４は、主走査方向の断面が略台
形状であって搬送方向にレール状に形成されている。
【００４５】
　そして、それぞれの下流リブ１６４ｂの頂面と、下流リブ１６４ｂ間の凹部１６８の上
面には、圧力部１６９に通じる吸引孔１６７が複数形成されている。図４に示すように、
これらの複数の吸引孔１６７は、横溝穴１６５ａより記録用紙３００の搬送方向下流側に
、主走査方向と平行に略直線状に配設されている。圧力部１６９は、前述したように、フ
ァンを備え、該ファンを回転させることにより吸引孔１６７に負圧を発生させてプラテン
１６３上の記録用紙３００を下流リブ１６４ｂの頂面に吸着させて記録用紙３００の浮き
上がりを防止する。なお、本実施形態においては、下流リブ１６４ｂの頂面と凹部１６８
の上面に吸引孔１６７を形成させているが、凹部１６８の上面には形成させず、下流リブ
１６４ｂの頂面にのみ吸引孔１６７を形成させてもよい。
【００４６】
　図５に示すように、横溝穴１６５ａは傾斜面１６５ｄを含み、該傾斜面１６５ｄは回収
部１６６に連設されている。横溝穴１６５ａに打ち捨てられたインク滴は傾斜面１６５ｄ
に沿って下方向へ集まり回収部１６６を介して廃液タンク１２０に貯留される。横溝穴１
６５ａは、主に記録用紙３００の上端部及び下端部の縁無し記録において打ち捨てられた
インク滴を収容する。横溝穴１６５ａに傾斜面１６５ｄが形成されていることにより、打
ち捨てられたインク滴を確実に回収部１６６に集めることができ、更に、打ち捨てられた
インク滴が横溝穴１６５ａに落下した際に跳ね返って記録用紙３００やプラテン１６３の
上面を汚すことを防止する効果もある。
【００４７】
　回収部１６６は、横溝穴１６５ａの記録用紙３００の搬送方向（Ｄ方向）の上流側の深
い位置に配設されている。回収部１６６が溝穴１６５に打ち捨てられたインク滴を直ちに
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回収して廃液タンク１２０に送るようにするために、回収部１６６にインク滴を吸引する
機構を設けてもよい。しかし、インク滴の吸引により、四辺縁無し記録を行う場合に記録
ヘッド１６２のノズルより記録用紙３００の記録面に向けて発射されたインク滴の飛翔方
向に影響を及ぼす虞が生じる。そこで、本実施形態では、回収部１６６は、横溝穴１６５
ａの記録用紙３００の搬送方向（Ｄ方向）の上流側で更に深い位置に配設されている。こ
れにより、インク滴を吸引する回収部１６６であっても、良好な縁無し記録を実現するこ
とができる。図５に示す記録用紙３００は下端部の縁無し記録が行われている状態を示し
、上述したように、回収部１６６は記録用紙３００の下端部から遠い位置にあるので、回
収部１６６においてインク滴を吸引させても記録用紙３００の下端部の縁無し記録への影
響を微少に抑えることができる。なお、インク滴を吸引する回収部１６６の機能を拡大さ
せ、横溝穴１６５ａが記録用紙３００を吸引するようにしてもよい。例えば、横溝穴１６
５ａを搬送方向にしきる複数の壁を横溝穴１６５ａ内に設け、当該壁により仕切られた各
横溝穴１６５ａに記録用紙３００を吸引させる。
【００４８】
　図６に示すように、右溝穴１６５ｃは搬送方向の下流側から上流側に下がった傾斜面を
形成し、上流側端部において回収部１６６と連設されている。右溝穴１６５ｃは記録用紙
３００の基準となる右端部の縁無し記録において打ち捨てられたインク滴を収容する。右
溝穴１６５ｃに打ち捨てられたインク滴は右溝穴１６５ｃの傾斜面に沿って搬送方向の上
流側へ流れ回収部１６６を介して廃液タンク１２０に貯留される。
【００４９】
　また、図４に示す左溝穴１６５ｂも、右溝穴１６５ｃと同様に、搬送方向の下流側から
上流側に下がった傾斜面を形成し、上流側端部において回収部１６６と連設されている。
左溝穴１６５ｂは、記録用紙３００の左端部の縁無し記録において打ち捨てられたインク
滴を収容し、大きさの異なる記録用紙３００の縁無し記録に対応できるように主走査方向
の幅が右溝穴１６５ｃより大きく形成されている。
【００５０】
　次に、四辺縁無し記録時における本発明に係るプラテン１６３の機能について説明する
。先ず、記録用紙３００の上端部（先頭部）の縁無し記録について、図３を参照して説明
する。上端部（先頭部）の縁無し記録では、紙送りローラ１５３とその従動ローラ１５４
により記録用紙３００がプラテン１６３と記録ヘッド１６２の間に搬送される（図３参照
）。記録用紙３００の下面がプラテン１６３のプラテン面に設けられた複数のリブ１６４
（上流リブ１６４ａ）と当接し、記録用紙３００はプラテン１６３と平行に支持される。
そして、記録用紙３００の上端部（先頭部）が横溝穴１６５ａ上の所定の位置まで搬送（
図３参照）されると、記録ヘッド１６２が主走査方向（紙面に対する垂直方向）に移動を
開始しつつノズルよりインク滴が吐出されて上端部の縁無し記録が行われる。記録用紙３
００の上端部より外れたインク滴は横溝穴１６５ａ内に打ち捨てられ回収部１６６を介し
て廃液タンク１２０に貯留される。
【００５１】
　また、記録用紙３００を上流リブ１６４ａの頂面に押し付ける為に、紙送りローラ１５
３とその従動ローラ１５４とのニップ点は紙送りローラ１５３の回動中心からやや下流側
に設定されている。これにより、記録用紙３００は上流リブ１６４ａの頂面に押し付けら
れる付勢力を受ける。そして、横溝穴１６５ａはプラテン１６３の上流側に形成されてお
り、横溝穴１６５ａと紙送りローラ１５３（及び従動ローラ１５４）との距離は短いので
、この紙送りローラ１５３と従動ローラ１５４とによる付勢力で、記録用紙３００の上端
部の縁無し記録における浮き上がりを防止することが可能である。
【００５２】
　次に、記録用紙３００の下端部（最後部）の縁無し記録について図５を参照して説明す
る。下端部（最後部）の縁無し記録に近づくと、記録用紙３００は紙送りローラ１５３と
その従動ローラ１５４から外れ、図２に示す排紙ローラ１５５とギザローラ１５６により
挟持される。そして、記録用紙３００の下端部（最後部）が横溝穴１６５ａ上の所定の位
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置まで搬送（図５参照）されると、記録用紙３００の下端部（最後部）の縁無し記録が行
われる。記録用紙３００の下端部より外れたインク滴は横溝穴１６５ａ内に打ち捨てられ
回収部１６６を介して廃液タンク１２０に貯留される。
【００５３】
　また、記録用紙３００の排出を行う排紙ローラ１５５とギザローラ１５６とのニップ点
も排紙ローラ１５５の回動中心からやや上流側に設定されており、記録用紙３００を下流
リブ１６４ｂの頂面に押し付けるようにしている。しかし、ギザローラ１５６は記録用紙
３００の記録面に傷や汚れの原因を与える虞があるので、排紙ローラ１５５とギザローラ
１５６による記録用紙３００の挟持は紙送りローラ１５３と従動ローラ１５４による挟持
より弱く、排紙ローラ１５５とギザローラ１５６とによるリブ１６４ｂの頂面への押し付
けは十分ではない。また、記録後の記録用紙３００にコックリングが発生し、主走査方向
の波打ちがプラテン１６３に設けられた複数のリブ１６４により上手く吸収されないと、
記録用紙３００の記録面と記録ヘッド１６２のノズル面との間隔が不均一となり記録の品
質が低下する。特に、下端部（最後部）の縁無し記録では、記録用紙３００は紙送りロー
ラ１５３とその従動ローラ１５４から外れているので、記録用紙３００の下端部付近は上
方向に反り返る虞が高い。
【００５４】
　そこで、本実施形態に係るプラテン１６３では、穿設された複数の吸引孔１６７が記録
された記録用紙３００を下から吸引して、記録用紙３００を下流リブ１６４ｂの頂面に引
き寄せる。これにより、記録用紙３００の下端部（最後部）の縁無し記録においても、記
録用紙３００の浮き上がりを効果的に防止して、高品質の縁無し記録を得ることができる
。また、コックリングの発生に対しても、主走査方向に複数配設された下流リブ１６４ｂ
の頂面と凹部１６８の上面に吸引孔１６７が配設されているので、コックリングによる主
走査方向の波打ちを複数の下流リブ１６４ｂにより効果的に吸収することが可能となる。
【００５５】
　次に、記録用紙３００の側端部の縁無し記録について図面を参照して説明する。紙送り
ローラ１５３とその従動ローラ１５４によりプラテン１６３の右溝穴１６５ｃを基準とし
て記録用紙３００が搬送される（図４参照）。すなわち、記録用紙３００のサイズが異な
れば、左溝穴１６５ｂ上の記録用紙３００の左端部の位置が異なる。そして、記録ヘッド
１６２が記録用紙３００の記録面から所定の間隔（ギャップ）を有して主走査方向に往復
移動を繰り返しつつノズル列よりインク滴を吐出して、記録用紙３００の側端部（左右端
）を含む記録用紙３００の全幅に渡る記録が行われる。記録用紙３００の左右端より外れ
たインク滴は、左溝穴１６５ｂ又は右溝穴１６５ｃ内に打ち捨てられ、回収部１６６を介
して廃液タンク１２０に貯留される。
【００５６】
　この時、記録用紙３００は紙送りローラ１５３とその従動ローラ１５４により上流リブ
１６４ａの頂面に押し付けられており、更に、吸引孔１６７によっても下流リブ１６４ｂ
の頂面に引き寄せられている（図６参照）。これにより、記録用紙３００の浮き上がりを
効果的に防止して、記録用紙３００と記録ヘッド１６２の間の間隔（ギャップ）を均一に
することができる。
【００５７】
　なお、記録用紙３００の側端部の縁無し記録を横溝穴１６５ａ上で行うことも可能であ
るが、プラテン１６３に左溝穴１６５ｂ、右溝穴１６５ｃを形成させることにより記録ヘ
ッド１６２のインク吐出領域（複数のノズル列）を広く設けることができるので、インク
ジェット式プリンタ１００の記録速度を増加させることが可能である。
【００５８】
　また、本実施形態に係るプラテン１６３の構成（溝穴１６５、吸引孔１６７、リブ１６
４等）を主走査方向（記録用紙３００の搬送直角方向）に複数並設させたプラテンとすれ
ば、更に多くのサイズの記録用紙３００に対応させることが可能となる。
【００５９】
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　以上、本発明の一の実施形態について説明したが、本発明によれば、主走査方向（搬送
直交方向）に延びる溝穴１６５が記録用紙３００の搬送方向の上流側に設けられ、溝穴１
６５内に打ち捨てられたインク滴を収容するので、四辺縁無し記録が可能である。更に、
記録用紙３００の浮き上がりを抑える吸引孔１６７が記録用紙３００の搬送方向の下流側
に複数設けられているので、記録用紙３００の四辺縁無し記録を行う場合でも記録用紙３
００浮き上がりを効果的に抑え、記録むらや記録用紙の汚れの発生を防止して高品位な記
録を得ることができる。
【００６０】
　また、本発明によれば、記録用紙３００の搬送方向に延びるリブ１６４が主走査方向（
搬送直角方向）に所定の間隔をもって複数配列され、吸引孔１６７が下流リブ１６４ｂの
頂面に設けられているので、複数の下流リブ１６４ｂにより記録用紙３００に発生したコ
ックリングを効果的に吸収することができる。
【００６１】
　また、本発明によれば、溝穴１６５は、主走査方向（搬送直交方向）に延びる横溝穴１
６５ａと、搬送方向に延びる左溝穴１６５ｂ及び右溝穴１６５ｃとを含み、この左溝穴１
６５ｂ及び右溝穴１６５ｃにより記録用紙３００の側端部の縁無し記録を効率よく行うこ
とができる。
【００６２】
　なお、本発明の範囲は上述した実施形態に限られず、特許請求の範囲の記載に反しない
限り、他の様々な実施形態に適用可能である。例えば、本発明の実施形態では、下流リブ
１６４ｂの頂面と凹部１６８の上面に吸引孔１６７を形成させているが、凹部１６８の上
面には形成させず、下流リブ１６４ｂの頂面にのみ吸引孔１６７を形成させてもよい。
【００６３】
　また、本発明の実施形態では、記録装置の１つであるインクジェット式プリンタ１００
に用いられているプラテン１６３について説明したが、上述した作用効果を奏するプラテ
ンであれば、他の装置に用いられるプラテンであってもよい。　
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　被記録媒体に液滴を吐出するヘッドと被記録媒体を支持するプラテンを備えた記録装置
であれば、例えばファクシミリ装置、コピー装置等であっても適用可能である。また、記
録装置に限らず、インクに代えてその用途に対応する液体を液体噴射ヘッドから被噴射媒
体に噴射して液体を被噴射媒体に付着させる液体噴射装置の意味として、例えば、液晶デ
ィスプレイ等のカラーフィルタ製造に用いる色材噴射ヘッド、有機ＥＬディスプレイや面
発光ディスプレイ（ＦＥＤ）等の電極形成に用いられる電極材（導電ペースト）噴射ヘッ
ド、バイオチップ製造に用いられる生体有機物噴射ヘッド、精密ピペットとしての試料噴
射ヘッド等を備えた装置にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の一の実施形態に係るインクジェット式プリンタ１００の外観構成の全体
を斜め前方から見た斜視図である。
【図２】図１のインクジェット式プリンタ１００の内部構成の概略を示す断面側面図であ
る。
【図３】記録部１６０の周辺の要部を拡大して示す断面側面図である。
【図４】本発明の一の実施形態に係るプラテン１６３を示す平面図である。
【図５】図４のＸ－Ｘ線矢視図であって、プラテン１６３の第１の断面を示す側断面図で
ある。
【図６】図４のＹ－Ｙ線矢視図であって、プラテン１６３の第２の断面を示す側断面図で
ある。
【符号の説明】
【００６６】
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　１００　インクジェット式プリンタ、１０１　ハウジング、１０４　カートリッジ収納
部、１０５　カートリッジカバー、１１０　操作部、１１１　ボタン、１１２　液晶パネ
ル、１３０　給紙部、１４０　給排紙部、１５０　搬送部、１５１　サブローラ、１５２
　従動ローラ、１５３　紙送りローラ、１５４　従動ローラ、１５５　排紙ローラ、１５
６ギザローラ、１６０　記録部、１６１　キャリッジ、１６２　記録ヘッド、１６３　プ
ラテン、１６４　リブ、１６５　溝穴、１６６　回収部、１６７　吸引孔、１６８　凹部
、１６９　圧力部、２００　給排紙トレイ、２１０給紙トレイ、２３０　排紙トレイ、３
００　記録用紙

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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